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作成年月日：2016/ 9/ 8

改訂年月日：

安 全 デ ー タ シ ー ト

Safety Data Sheet

1. 製品名及び会社情報

製品名 : 白馬 ドレッシングオイル

会社名 : 株式会社 万立

住所 : 大阪府柏原市片山町 13-59

担当部門 : 技術

電話番号 : 072-977-0898

ＦＡＸ番号 : 072-977-0899

推奨用途及び使用上の制限 : 業務用 床用合成樹脂塗料塗装木床の手入れ油剤

2. 危険有害性の要約

ＧＨＳ分類

物理化学的危険性 : 区分外

健康に対する有害性 : 危険有害性については、分類対象外か分類できない。

上記で記載のない危険有害性は、分類対象外か分類できない。

重要危険有害性 : 危険物第四類第三石油類（非水溶性）、危険等級Ⅲ

有害性 : １.飲むと生命に危険を及ぼす恐れもある。

２.高濃度の蒸気を吸入すると吐き気、めまい、頭痛を起こす恐れがある。

環境影響 : 水中の環境に対して悪影響を及ぼす可能性があるかもしれない。

物理的および化学的危険性 : 通常の取扱いにおいては危険性が低い。

主要な兆候 : 炎症を起こす可能性があるかもしれない。

分類の名称（日本式分類基準） : 分類基準に該当しない。

3. 組成及び成分情報

単一製品・混合物の区別 : 単一品

化学品および一般名 : 合成油（ノルマルパラフィン系）

主な用途 : 業務用 床用合成樹脂塗料塗装木床の手入れ油剤

成分及び含有量 : 合成油 100％

適用法令（項目15）関連成分 : 環境ホルモン疑義物質、ＰＲＴＲ法（化学物質管理促進法）規制該当物質、

シックハウス・シックスクール関連室内汚染物質、

学校環境衛生基準該当物質を原料として使用していない。

改正建築基準法における建築内装材の規格の該当法律に言う建築材料には該当しない。

安衛法通知対象物 : 鉱油 100 ％

危険有害成分 : 危険物第四類第三石油類（非水溶性）、危険等級Ⅲ

4. 応急処置

吸入した場合 : 新鮮な空気の場所に移動させ安静にし、必要に応じて医師の診断を受ける。

皮膚に付着した場合 : 多量の水及び石鹸で洗い落とし、炎症などの症状が出た場合医師の診断を受ける。

眼に入った場合 : 直ちに清浄な水で１５分以上洗浄した後、医師の診断を受ける。

飲み込んだ場合 : 意識がない場合は口から何も与えず速やかに医師の診断を受ける。

意識がある場合は口の中を濯がせ、コップ１～２杯の水又は牛乳を飲ませ、無理に

嘔吐させずに医師の診断を受ける。

最も重要な徴候及び症状に関する情報 : 情報無し。

応急処置をする者の保護 : 救助者は可能な限り保護具（手袋、眼鏡）を着用する。

医師に対する特別注意事項 : 特別な解毒薬はない。症状に応じて対症的に治療する。

5. 火災時の処置

消火剤 : 粉末消火剤、水溶性液体用泡消火剤、二酸化炭素、霧状の強化液等。

使ってはならない消火剤 : 棒状の水を用いてはならない。（注水は火災を拡大し、危険な場合がある。）
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火災時の特定危険有害性 : 燃焼ガスには一酸化炭素、窒素酸化物などの有毒ガスが含まれるので、消火の際には

煙の吸入を避ける。

特定の消火方法 : ①火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して消火する。

②大規模火災の際は、泡消火剤を用いて空気を遮断することが有効である。

③消火作業は可能な限り風上から行う。

④関係者以外は極力安全な場所に退避させる。

⑤周囲の設備などを散水を行い冷却する。

⑥消火のための放水などにより、製品もしくは化学物質が河川や下水に流出しないように

適切な処置を行う。

消火をする者の保護 : 燃焼ガスには、一酸化炭素等、窒素酸化物などの有毒ガスが含まれるので、消火作業の際

には適切な呼吸用保護具を着用し、煙の吸入を避ける。

6. 漏出時の処置

人体に対する注意事項 : 全ての着火源を絶ち、漏洩箇所を止める。

工業用揮発油は蒸発しやすいので、特に注意する必要がある。

多量の場合は、人を安全な場所に避難させ立ち入り禁止とする。

消火器用機材を準備し作業には必ず保護具（手袋、眼鏡）を着用する。

室内で漏出した場合、着火源を絶ち通気性を良くした上で換気を行いウエス等で除去する。

環境に対する注意事項 : 漏出物を直接河川や下水に流してはいけない。

除去方法 少量の場合 : 吸着剤（砂、ウエス、土等）で吸着させ取除いた後、残りをウエスや雑巾等で

良く拭き取った後に、大量の水で洗い流す。

多量の場合 : 人を安全な場所へ退避させる。

盛り土などで囲って流出を防止した後、安全な場所に導いてからドラム缶等に回収。

二次災害防止策 : 付近の着火源となるものを速やかに移動すると共に、消火剤を用意する。

床に漏れた状態で放置すると、滑り易く転倒事故の原因となるため注意する。

河川などの公共水域に流出した場合、直ちに所轄の公害担当に連絡する。

7. 取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策 : 取扱いの場所付近での、洗眼等の設備のある場所を確認すること。

注意事項 : 眼及び皮膚などの接触を避ける。

安全取扱注意事項 : 取り扱い時は、火気源を取り除き、大量に扱わないこと。

保護具（眼鏡、手袋）等の保護具を着用する。

作業場所の換気を十分に行う。

取扱い後は、手、顔等を良く洗い、うがいをすることが望ましい。

性能を損なう恐れがあるため他の物との混合を避ける。

可燃性液体が含まれるため、火気、静電気などに注意すること。

類の異なる危険物と同一場所での保管を避ける。（酸、アルカリ、酸化性物質）

保管

適切な保管条件 : 直射日光の当たらない、通気性の良い場所で容器を密閉し保管する。

熱・スパーク・火災ならびに静電気の蓄積を避ける。

安全容器包装材料 : 製品容器に準ずる。

8. 暴露防止及び保護処置

設備対策 : 作業場所は出来るだけ換気の良い状態で窓、ドア等を開放し、密閉に近い空間中で

作業をする場合は、防爆型局所排気装置を設けることが望ましい。

取扱い場所の近くに、洗眼などの設備のある場所を確認すること。

許容濃度

管理濃度 : 設定されていない。（作業環境評価基準：労働省告示 26号、平成7年3月27日）

日本産業衛生学会 : 設定されていない。（１９９７年版）引用文献③

ＡＣＧＩＨ : 設定されていない。引用文献④

保護具

呼吸器の保護具 : 通気性の良い状態で通常の取扱では特に必要としない。

手の保護具 : 不浸透性保護手袋。
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眼の保護具 : 保護眼鏡。

皮膚、 身体保護具 : 長袖作業衣。

適切な衛生対策 : 取扱後は、手、顔等を良く洗い、うがいをする。

9. 物理的及び化学的性質

物理的状態

性状 : 液体

色 : 無色透明

臭気 : 特異臭

密度（15℃） : 0.76

物理的状態が変化する特定の温度/温度範囲

沸点範囲 : ２０５～２５０℃

凝固点 : －４０℃以下

引火点（ＰＭ） : ９５℃

発火点 : 測定データ無し。

爆発特性

爆発限界 : 測定データ無し。

蒸気圧 （Ｐａ） : ３×１０２

蒸気密度（空気１） : ４～５

溶解性

水溶解性 : 水中に不溶。

溶媒溶解性 : データ無し。

10. 安定性及び反応性

安定性 : 通常の条件で安定。

反応性 : 自己反応性無し。

避けるべき条件 : 酸性物質との混合、接触を避ける。

避けるべき材料 : 酸、アルカリ、酸化性物質との接触を避ける。

危険有害な分解生成物 : 情報無し。

11. 有害性情報

急性毒性 : LD50 5g/kg以上（ラット）（推定値）

局所効果（皮膚、眼等）

皮膚腐食性 : データ無し。（炎症を起こす可能性があるかもしれない。）

皮膚刺激性 : データ無し。（刺激を起こす可能性があるかもしれない。）

眼刺激性 : データ無し。（刺激、炎症を起こす可能性があるかもしれない。）

感作性 : 特筆すべき報告無し。

慢性毒性・長期毒性 : 特筆すべき報告無し。

がん原性

ＯＳＨＡ : 高精製基油 IARC グループ3（人に対する発ガン性について分類できない）引用文献⑤

ＥＵ : ＥＣ理事会指令 67/548/EEC 付属書１「危険な物質」に該当しない（引用文献⑥）

12. 環境影響情報

生態蓄積性 : 情報無し。

生態毒性

水棲生物毒性 : 情報無し。

その他のデータ : 有用な情報無し。

13. 廃棄上の注意

残余廃棄物 : 焼却する場合、関連法規・法令を遵守する。

廃棄する場合、都道府県知事の認可を受けた産業廃棄物の収集運搬業者や処理業者と契約し、

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）及び関係法規・法令を遵守し、適正に

処理する。

汚染容器・包装 : 空の汚染容器・包装を廃棄する場合、内容物を除去した後に都道府県知事の認可を受けた

産業廃棄物の収集運搬業者や処理業者に廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律）及び関係法規・法令を遵守し、適正に処理する。
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14. 輸送上の注意

国内法規制 陸上輸送 : 消防法、労働安全衛生法等に定められている輸送方法に従う。

海上輸送 : 船舶安全法に定められている輸送方法に従う。

航空輸送 : 航空法に定められている輸送方法に従う。

国連分類・国連番号 : 国連分類、国連の分類基準に該当しない。

輸送の特定の安全対策及び条件 : 輸送前に容器の破損、腐食、漏れ等がないことを確認する。

転倒、落下、損傷が無いように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

15. 適用法令

国内適用法令

化審法・安衛法 : 既存化学物質への収載

消防法 : 危険物第四類第三石油類（非水溶性）危険等級Ⅲ

海洋汚染防止法 : 油分抽出規則

水質汚濁防止法 : 油分抽出規則

下水道法 : 鉱油類排出規制

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

16. その他の情報

問い合わせ先

会社名 : 株式会社 万立

住所 : 大阪府柏原市片山町１３-５９

担当 : 技術

電話番号 : ０７２－９７７－０８９８

ＦＡＸ番号 : ０７２－９７７－０８９９

緊急連絡先 :

引用文献 : ①ANSI Z129.1-1994 for Hazardous Industrial Chemicals-Precautionary Labeling

②絵で見る中毒110番（保健同人社）

③許容濃度などの勧告（1997）日本産業衛生学会 産業衛生学雑誌 39巻4号

④Threshould limit values for chemical substances and physical agents and

biological-exposure indices, ACGGIH(1997)

⑤IARC MONOGRAPHS ON THE EVALUATION OF THE CARCINOGENIC RISK OF CHEMICALS TO

HUMANS VOLUME33

⑥EC 理事会指令「67/548/EEC」付属書Ⅰ「危険な物質リスト」

お願い

本記載内容は本製品に関するものであり、危険・有害性化学製品について、安全な取扱いを確保するための参考情報として、取扱う業者に

提供されるものです。

また、情報の正確性、信頼性、あるいは完全性について保証するものではございません。

記載内容は現時点で入手出来る情報に基づいて作成してありますが、新しい知見により改訂されることがあります。

取扱う業者は、これを参考として自らの責任において、個々の取扱い等の実態に適切な処置を取ることが必要であることを理解した上で、

使用されるようお願いします。


